
市
長
の
意
見
書
と
し
て
最
終
的
に
取

り
扱
い
、
許
可
申
請
書
が
提
出
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
再
提
出
分
で
対
応
す

る
と
い
う
こ
と
で
確
認
済
み
で
あ

る
。
事
実
上
、
当
初
提
出
分
は
撤
回

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
県
に

も
確
認
を
し
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長

(2)
現
地
を
確
認
し
た

が
、
交
差
点
内
の
ス
ム
ー
ズ
な
通
過

の
た
め
に
は
、
交
差
点
部
分
を
大
き

く
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。
信
号
機
等

障
害
物
の
移
設
も
必
要
と
な
っ
て
く

る
が
、
交
差
す
る
道
路
の
勾
配
差
が

あ
る
た
め
、
技
術
的
な
問
題
、
ま
た

財
政
的
な
問
題
か
ら
も
、
信
号
機
の

移
設
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

車
両
停
止
位
置
を
後
退
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
交
差
点
を
ス
ム
ー
ズ

に
通
過
で
き
な
い
か
ど
う
か
、
警
察

署
及
び
消
防
署
と
協
議
を
行
い
、
安

全
な
通
行
の
確
保
に
努
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
史
跡
保
存
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
外
国
語
及
び
心
の
教
育
に
つ
い
て

・
子
ど
も
１
１
０
番
の
現
状
と
委
託
し

た
家
の
現
況
に
つ
い
て
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宮
本
議
員

(1)
環
境
行
政
に
つ
い
て

平
成
16
年
に
出
さ
れ
た
意
見
書
に

“地
元
は
当
施
設
を
信
頼
し
て
い
る

が
”
と
さ
れ
。
地
元
の
考
え
と
は
全

く
違
う
文
書
の
中
身
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
文
書
の
撤
回
を
求
め
た
の
に
対

し
て
、
再
提
出
さ
れ
た
文
書
は
“最
　

終
の
意
見
書
と
し
て
取
り
扱
っ
て
頂

き
た
い
”
と
さ
れ
て
い
る
。

開
示
請
求
し
た
公
文
書
に
は
最
初

の
意
見
書
は
事
前
協
議
に
加
味
し
な

い
と
だ
け
あ
り
、
撤
回
す
る
と
い
う

文
言
は
無
か
っ
た
が
。
何
故
、
こ
の

様
な
答
弁
な
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

(2)
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

木
場
地
区
に
所
在
す
る
救
急
車
の

退
出
路
の
利
用
は
、
平
成
17
年
度
は

４
２
６
台
の
多
き
に
達
し
て
お
り
ま

す
。
退
出
路
か
ら
変
則
五
差
路
へ
の

急
角
度
を
改
良
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
退
出
路
か
ら
医
療
セ
ン
タ

ー
迄
の
道
路
状
況
に
つ
い
て
周
辺
住

民
か
ら
整
備
要
望
が
な
さ
れ
、
信
号

機
の
移
設
に
先
駆
け
、
歩
道
や
車
道

の
整
備
が
進
行
中
で
あ
る
。

市
長

(1)
再
提
出
分
が
正
規
の
意
見
書

で
あ
る
と
の
認
識
で
提
出
を
し
て
い

る
。
ま
た
県
と
し
て
も
、
再
提
出
分
を

田
崎
議
員

(1)
市
長
が
４
年
前
就
任
さ
れ
た
時
に

は
、
市
の
財
政
は
危
機
的
状
況
で
あ

っ
た
為
、
赤
字
再
建
団
体
に
な
ら
な

い
よ
う
に
市
長
を
は
じ
め
特
別
職
も

給
料
の
10
％
を
カ
ッ
ト
し
、
あ
ら
ゆ

る
合
理
化
で
市
政
を
進
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
９
月
24
日
の
市
長
選

挙
に
松
本
市
長
は
立
候
補
表
明
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
４
年
前
の
公
約

（
財
政
再
建
、
競
艇
事
業
の
黒
字
化
、

国
道
34
号
線
の
拡
幅
、
若
者
確
保
の

企
業
誘
致
）
は
ど
の
程
度
実
現
で
き

た
の
か
、
そ
の
成
果
と
今
後
の
課
題
は
。

(2)
総
務
行
政
に
つ
い
て

①
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
が
推
進
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
職
員
の
大

幅
削
減
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
地
方

分
権
で
市
の
業
務
の
拡
大
等
に
よ
り

職
員
の
時
間
外
労
働
も
増
大
し
て
く

る
が
、
時
間
外
労
働
の
適
正
な
管
理

や
職
員
の
健
康
管
理
に
十
分
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
市
道
杭
出
津
・
戸
田
種
物
店
前
の

交
差
点
で
度
々
交
通
事
故
が
起
こ
っ

て
い
る
が
、
点
滅
式
の
信
号
機
を
普

通
の
信
号
機
に
変
更
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
道
路
に
「
止
ま
れ
」「
徐
行
」

と
表
示
で
き
な
い
か
。

市
長

(1)
財
政
再
建
に
つ
い
て
、
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
と
い
う
財
政
構
造
の

確
立
に
向
け
取
り
組
み
、
平
成
16
年
度

決
算
で
は
計
画
以
上
の
成
果
を
得
た
。

今
後
第
４
次
行
革
の
達
成
に
向
け
全
力

で
取
り
組
む
。
競
艇
事
業
で
は
平
成
17

年
度
１
億
７
千
万
の
黒
字
を
達
成
で
き

た
。
国
道
34
号
拡
幅
整
備
に
つ
い
て
、

要
望
活
動
の
結
果
、
市
役
所
か
ら
西
本

町
ま
で
の
右
折
帯
が
整
備
さ
れ
、
交
通

混
雑
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
更
な
る

整
備
も
採
択
さ
れ
、
20
年
度
完
成
に
向

け
事
業
が
進
め
ら
れ
る
。
企
業
誘
致
に

つ
い
て
県
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
成
果
と
し
て
、
就
任
以
降
10
社

の
誘
致
に
成
功
し
た
。
新
規
雇
用
者
数

は
７
０
０
名
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

今
後
各
事
業
と
も
早
期
解
決
・
目
標
達

成
に
尽
力
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
市
政

の
道
筋
を
つ
け
た
い
。

総
務
部
長

(2)
①
各
課
長
が
十
分
掌
握
し

て
お
り
、
毎
月
人
事
課
へ
報
告
を
行
う
。

時
間
外
勤
務
が
多
い
職
場
に
つ
い
て
は
、

業
務
の
平
準
化
や
健
康
管
理
面
で
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

②
道
路
有
効
幅
員
が
狭
く
、
普
通
の
信
号

機
設
置
に
よ
り
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ

す
と
い
う
こ
と
で
、
公
安
委
員
会
か
ら

は
設
置
で
き
な
い
と
い
う
回
答
を
得
て

い
る
。

都
市
整
備
部
長

点
滅
信
号
で
一
旦
停
止

等
は
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
重
ね
て

表
示
す
る
こ
と
は
な
い
と
聞
く
が
、
改

め
て
警
察
署
に
確
認
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
九
電
発
電
所
の
跡
地
・
少
子
化
対
策
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市
長
の政

治
姿
勢
に
つ
い
て

【
汚
泥
等
の
堆
肥
化
施
設
】
に

関
連
し
た

県
へ
の
意
見
書

提
出
に
つ
い
て




